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病院の理念

職員が働きたい、働いてよかった、

患者さんがかかりたい、かかってよかった

地域が在って欲しい、在るので安心

といえる医療をおこなう。
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Ⅰ
　
創
る
と
は

Ⅱ
　
新
病
院
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築
の
準
備

Ⅳ
　
新
し
い
発
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づ
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検
討

Ⅲ
　
近
況
報
告

　
　
　
　
　
院
長
　
飯
田
　
修
平

　

地
域
の
皆
様
へ
　

　
創
る
　
新
病
院
建
築
に
向
け
て

　
　
　
　
　
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
る
病
院
を
目
指
し
て
　

　
練
馬
総
合
病
院
で
は
、
病
院
を
挙
げ
て

組
織
的
に
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
、
年

間
の
統
一
主
題
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
平

成
17
年
度
の
職
員
研
修
お
よ
び
Ｍ
Ｑ
Ｉ
活

動
の
統
一
主
題
は
、「
創
る
　
新
病
院
建

築
に
向
け
て
」
で
す
。

　
３
月
の
新
入
職
員
研
修
で
、
〝
創
る
〟

か
ら
連
想
す
る
言
葉
と
し
て
、
も
の

を
・
・
・
、
自
分
を
・
・
・
、
人
を
・
・
・
、

人
材
育
成
、
成
長
、
知
識
、
イ
メ
ー
ジ
、
ア

イ
デ
ア
、
新
病
院
等
々
が
挙
が
り
ま
し

た
。
〝
創
る
〟
を
「
字
通
」
で
引
く
と
、
き

ず
つ
け
る
、
は
じ
め
る
、
つ
く
る
と
い
う

意
味
が
あ
り
ま
す
。
鋳
型
を
刀
で
裂
く
と

い
う
こ
と
か
ら
、
創
出
と
い
う
意
味
が
で

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
刀
で
切
れ
目
を
入
れ
て
、
明
確
に
区
切

り
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
こ
こ
か
ら
始
め

る
と
い
う
意
思
表
明
で
も
あ
り
ま
す
。
物

理
的
な
建
物
が
目
的
で
は
な
く
、
自
分
の

考
え
方
に
基
づ
い
て
、
自
分
の
行
為
で
、

理
念
を
達
成
で
き
る
よ
う
な
新
病
院
を
つ

く
り
た
い
も
の
で
す
。
今
ま
で
の
延
長
線

で
は
な
く
、
ま
た
、
建
前
あ
る
い
は
非
現

実
的
な
理
想
や
希
望
で
は
な
く
、
絵
に
描

い
た
餅
で
も
な
く
、
あ
る
べ
き
姿
に
近
づ

く
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
病
院
の
運
営
に
関
し
て
は
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
検
討
と
努
力
を
重
ね
て
き
た
つ
も

り
で
す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
ま
だ
多

く
の
問
題
や
課
題
が
あ
り
ま
す
。
構
造
的

な
制
約
で
解
決
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
の

で
す
が
、
創
意
工
夫
に
よ
り
、
研
修
研
鑽

に
よ
り
ま
だ
ま
だ
行
う
べ
き
事
項
が
あ
り

ま
す
。

　
昨
年
３
月
に
導
入
し
た
電
子
カ
ル
テ
シ

ス
テ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
シ
ス
テ
ム

は
好
評
で
す
が
、
新
病
院
に
移
転
す
る
ま

で
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
、
機
能
強
化
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
医
療
本
体
の
質
向
上
は
、
も
っ
と
も
優

先
す
べ
き
事
項
で
す
。
本
年
度
も
、
様
々

の
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
常
勤
の
循
環
器
内
科
医
と

し
て
経
験
豊
富
な
山
田
隆
博
医
師
を
迎
え

ま
し
た
。
ま
た
、
小
児
の
生
活
習
慣
病
も

大
き
な
問
題
で
あ
り
、
慶
応
義
塾
大
学
小

児
科
名
誉
教
授
・
国
立
成
育
医
療
セ
ン

タ
ー
名
誉
総
長
の
松
尾
宣
武
医
師
を
迎
え

ま
し
ま
し
た
。

　
３
月
21
日
に
は
、
練
馬
区
役
所
多
目
的

会
議
室
で
、
第
９
回
Ｍ
Ｑ
Ｉ
活
動
発
表
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
犬
塚
練
馬
区
保
健

福
祉
部
長
様
、
本
多
練
馬
区
医
師
会
副
会

長
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
区
民
、
患
者
さ

ん
に
参
加
い
た
だ
き
、
活
発
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
難
し
く
て
よ
く
わ
か

ら
な
か
っ
た
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
、
最
後
ま
で
参
加
い
た
だ

い
た
方
が
多
か
っ
た
こ
と
は
大
変
う
れ
し

く
、
職
員
の
励
み
に
も
な
り
ま
し
た
。

　
３
月
末
に
は
、
新
入
職
員
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
当
院
が
出
版
し
た
書
籍
（
病
院

早
わ
か
り
読
本
）
を
用
い
て
の
研
修
で
あ

り
、
全
国
で
も
例
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
個
人
情
報
保
護
法
へ
の
対
応
も
い
ち
早

く
行
い
、
区
内
医
療
機
関
に
サ
ン
プ
ル
を

提
供
し
、
全
日
本
病
院
協
会
の
役
員
、
個

人
情
報
保
護
法
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
委
員

長
と
し
て
、
当
院
の
資
料
を
提
供
し
全
日

本
病
院
協
会
及
び
当
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
、
全
国
の
病
院
の
参
考
に
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
社
会
情
勢
の
変
化
、
医
療
制
度
改
革

等
、
急
激
に
環
境
が
変
化
し
て
お
り
ま

す
。
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
な
け

れ
ば
、
継
続
的
に
質
の
高
い
医
療
を
提
供

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
状
追
認
で
は
な
く
、
従
来
行
っ
て
い

た
業
務
で
も
、
廃
止
、
変
更
、
あ
る
い
は
、

新
た
な
業
務
を
導
入
す
る
な
ど
、
一
か

ら
、
新
し
い
発
想
に
基
づ
く
検
討
を
重
ね

て
お
り
ま
す
。
業
務
を
外
部
に
委
託
し
た

り
、
反
対
に
、
外
部
に
出
し
て
い
た
業
務

を
院
内
で
実
施
し
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　
新
病
院
建
設
予
定
地
は
、
現
在
地
よ
り

も
広
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
、
良
質
か

つ
高
度
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
は
、

効
率
的
な
設
計
と
運
用
が
必
須
で
す
。

　
以
上
の
観
点
か
ら
検
討
中
で
あ
り
、
基

本
設
計
の
段
階
で
す
。
具
体
的
な
絵
が
描

け
た
と
こ
ろ
で
、
住
民
の
皆
様
へ
の
説
明

会
も
予
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
地

域
・
区
民
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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個
人
情
報
保
護
法
と
当
院
の
対
応

副
院
長
　
柳
川
達
生

　
個
人
情
報
保
護
法
の
目
的
は
、
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
で
す
。

　
個
人
情
報
と
は
、
生
存
す
る
個
人
に
関

す
る
情
報
で
あ
っ
て
、
当
該
情
報
に
含
ま

れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
、
そ
の
他
の
記
述

等
に
よ
り
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
を
い
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
ど
ん
な
に
詳
細
な
デ
ー
タ
で
も
、
個

人
を
特
定
で
き
な
い
も
の
は
個
人
情
報
と

は
言
い
ま
せ
ん
。
医
療
に
お
け
る
個
人
情

報
と
は
、
診
療
録
、
処
方
箋
、
看
護
記
録
、

検
査
所
見
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
等
が
該
当

し
ま
す
。
医
療
で
は
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

情
報
も
、
個
人
情
報
と
し
て
扱
う
こ
と
が

努
力
規
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
個
人
情
報
は
診
療
で
利
用
す
る
上
で
不

可
欠
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
保
護
・
管

理
が
重
要
で
あ
り
、
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

　
個
人
情
報
を
保
護
す
る
だ
け
の
法
律
で

あ
れ
ば
、
個
人
の
情
報
が
漏
れ
な
い
よ
う

に
留
意
す
れ
ば
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
事
実
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
議
論

は
、
こ
れ
ま
で
保
護
や
開
示
に
限
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
個
人
情
報
保
護
法
は
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
や
秘
密
の
保
持
だ
け
で
は
な

く
、
情
報
の
収
集
や
保
管
、
利
用
、
開
示
、

公
開
、
保
護
等
の
制
御
に
関
わ
る
意
味
も

含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
個
人
の

情
報
・
デ
ー
タ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
権

利
は
本
人
に
あ
り
、
情
報
の
保
有
者
に
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
保
護
と
個
人
情
報
保

護
法
に
お
い
て
は
、
考
え
方
や
姿
勢
が
か

な
り
違
い
ま
す
。
個
人
情
報
保
護
で
は
問

題
の
発
生
す
る
前
段
階
で
未
然
に
防
止
す
る

と
い
う
立
場
な
の
に
対
し
て
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
で
は
何
か
問
題
が
お
き
た
後
に
、

ど
う
対
応
す
る
か
と
い
う
考
え
方
で
す
。

 

４
月
１
日
よ
り
、
個
人
情
報
保
護
法
が

全
面
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
直
前
ま
で
組

織
的
取
り
組
み
を
し
て
い
な
い
医
療
機
関

が
多
い
の
が
実
態
で
し
た
。
当
院
で
は
平

成
13
年
、
接
遇
委
員
会
（
現
・
患
者
満
足

向
上
委
員
会
）
の
活
動
で
「
患
者
さ
ん
の

個
人
情
報
の
保
護
」
に
関
し
て
取
り
組

み
、『
個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
職
員
の

心
得
』
を
作
成
し
、
個
人
情
報
を
含
む
資

料
は
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
を
使
用
す
る
な
ど
し

て
、
職
員
教
育
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
臨
床
研
究
を
行
う
場
合
等
は
、

必
要
に
応
じ
て
倫
理
委
員
会
で
研
究
の
目

的
・
方
法
の
是
非
を
検
討
し
、
患
者
さ
ん

に
研
究
目
的
を
説
明
し
、
同
意
を
い
た
だ

く
よ
う
に
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
今
回
、
当
院
で
は
「
個
人
情
報
保
護
方

針
」
を
改
定
し
、「
通
常
の
業
務
で
想
定
さ

れ
る
個
人
情
報
の
利
用
目
的
」
を
決
め
ま

し
た
。
こ
れ
ら
は
院
内
掲
示
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
し
た
（
別
に
掲

載
）。

　
特
別
の
ご
希
望
が
あ
る
場
合
は
変
更
も

可
能
で
す
の
で
、
お
申
し
で
く
だ
さ
い
。

検
討
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
な
ん
で
も
相

談
室
で
対
応
し
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
り

規
定
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。
前
述
し
た

よ
う
に
、保
護
に
過
大
な
重
点
を
お
く
と
、

診
療
業
務
に
支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
あ

り
、
個
人
情
報
の
利
用
と
保
護
の
バ
ラ
ン

ス
を
保
つ
こ
と
に
注
意
を
払
い
ま
し
た
。

　
当
院
で
は
、
前
述
の
如
く
他
の
医
療
機

関
に
さ
き
が
け
て
組
織
的
取
り
組
み
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
当
院
の
作
成
し
た
上

記
文
書
は
全
日
本
病
院
協
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文
書
の
た
た

き
台
に
な
り
ま
し
た
。

　
対
応
に
関
し
て
は
、
充
分
に
吟
味
し
た

つ
も
り
で
す
が
、
決
し
て
万
全
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
継
続
的
に
職
員
を
教
育
し
、
個

人
情
報
保
護
に
対
す
る
意
識
の
徹
底
や
情

報
管
理
の
見
直
し
に
取
り
組
み
継
続
的
に

改
善
い
た
し
ま
す
。



3　ﾊﾛｰﾎｽﾋﾟﾀﾙ　55号

<

診
療
情
報
の
提
供
お
よ
び
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
お
知
ら
せ>

　
　
当
院
は
、
患
者
さ
ん
へ
の
説
明
と
納
得
に
基
づ
く
診
療
（
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
）

　
お
よ
び
個
人
情
報
の
保
護
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

診療情報の提供

診療情報の開示

個人情報の内容訂正・利用停止

個人情報の利用目的

ご希望の確認と変更

◆個人情報は以下の場合を除き、本来の利用目的の範囲を超えて利用いたしません。
◆診療のために利用する他、病院運営、教育・研修、行政命令の遵守、他の医療・福祉機関
との連携等のために個人情報を利用することがあります。また、外部機関による病院評価、学会や
出版物等で個人名が特定されないかたちで報告することがあります。詳細は別紙に記載します。
◆当院は卒後臨床研修病院および医療専門職の研修病院に指定されており、研修・養成の目的
で、研修医および医療専門職の学生等が、診療、看護、処置などに同席する場合があります。

◆ご自身の病状や治療について質問や不安がおありになる場合は遠慮なく、直接、担当医師また
は看護師に質問し、説明を受けてください。 この場合には、特別の手続きは必要ありません。

◆ご自身の診療記録の閲覧や謄写をご希望の場合は、遠慮なく、担当医師または「何でも相談室」
に開示をお申し出ください。開示・謄写に必要な実費をいただきますので、ご了承ください。

◆個人情報とは、 氏名、 住所等の特定の個人を同定できる情報を言います。
◆当院が保有する個人情報（診療記録等）が事実と異なるとお考えになる場合は、内容の訂正・
利用停止を求めることができます。担当医師にお申し出ください。調査の上、対応いたします。

◆治療、外来予約（診察・検査・処置・指導等）や入院予定の変更、療養給付・保険証等の
確認等、緊急性を認めた内容について、患者さんご本人に連絡する場合があります。
ただし、事前に各科外来窓口または②番受付までお申し出があった場合は、連絡いたしません。
◆外来等での氏名の呼び出しや病室における氏名の掲示を望まない場合には、お申し出ください。
ただし、事故防止・安全確保のためには、呼名および氏名の掲示が望ましいです。
◆電話あるいは面会者からの、部屋番号等の問い合わせへの回答を望まない場合には、お申し出
ください。
◆一度出されたご希望を、いつでも変更することが可能です。 お気軽にお申し出ください。

　< 個人情報保護方針 >

1． 個人情報の収集・利用・提供

　個人情報を保護・管理する体制を確立し、適切な個人情報の収集、利用および提供に関する内部規則を定め、こ

れを遵守します。

２． 個人情報の安全対策

　個人情報への不正アクセス、個人情報の紛失、破壊、改ざんおよび漏洩などに関する万全の予防措置を講じます。

万一の問題発生時には速やかな是正対策を実施します。

３． 個人情報の確認・訂正・利用停止

　当該本人（患者さん）等からの内容の確認・訂正あるいは利用停止を求められた場合には、別に定める内部規則

により、調査の上適切に対応します。

４． 個人情報に関する法令・規範の遵守

　個人情報に関する法令およびその他の規範を遵守します。

５． 教育および継続的改善

　個人情報保護体制を適切に維持するため、職員の教育・研修を徹底し、内部規則を継続的に見直し、改善します。

６． 診療情報の提供・開示

　診療情報の提供・開示に関しては、別に定めます。

　練馬総合病院は、個人の権利・利益を保護するために、個人情報を適切に管理することを社会責務と考えます。

　個人情報保護に関する方針を以下のとおり定め、 職員および関係者に周知徹底を図り、 これまで以上に個人情

報　

保護に努めます。



ﾊﾛｰﾎｽﾋﾟﾀﾙ　55号　4

　
こ
の
度
、
地
域
の
皆
様
の
子
育
て
の

様
々
な
悩
み
や
相
談
、
お
子
様
の
病
気

に
関
す
る
様
々
な
疑
問
に
対
応
す
る
た

め
、
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
、
国
立

成
育
医
療
セ
ン
タ
ー
名
誉
総
長
、
松
尾

宣
武
先
生
を
当
院
顧
問
に
迎
え
、
新
し
い

小
児
科
外
来
診
療
を
開
始
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
毎
週
月
曜
日
（
午
前
・
午
後
）

お
よ
び
、
金
曜
日
（
午
前
・
午
後
）
が
、
先

生
の
診
療
担
当
日
で
す
。
４
月
１
日
か
ら

診
察
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　　
現
在
、
特
定
療
養
費
と
し
て
紹
介
状
の

な
い
場
合
の
初
診
料
と
外
来
予
約
料
は
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
診
察
、
相
談
に

関
し
て
は
、
全
て
健
康
保
険
で
カ
バ
ー
さ

れ
、
６
才
以
下
は
東
京
都
の
マ
ル
乳
助
成

制
度
や
各
区
の
子
供
の
助
成
制
度
が
あ

り
、
自
己
負
担
分
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
小
児
科
外
来
で
は
、
お
子
様
の

あ
ら
ゆ
る
病
気
に
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
相

談
に
応
じ
ま
す
。
特
に
、
信
頼
で
き
る
専

門
家
の
意
見
、
セ
カ
ン
ド
・
オ
ピ
二
オ
ン

を
求
め
て
お
ら
れ
る
ご
両
親
に
は
、
お
役

に
た
て
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
転
勤
な
ど
、
新
し
い
任
地
で
の

家
庭
医
や
専
門
医
の
ご
紹
介
を
必
要
と
さ

れ
る
と
き
、
海
外
の
医
療
情
報
を
必
要
と

さ
れ
る
と
き
、
診
断
書
・
紹
介
状
の
発
行

な
ど
情
報
提
供
の
お
手
伝
を
い
た
し
ま

す
。
是
非
、
ご
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
練
馬
総
合
病
院
は
、
地
域
の
子
ど
も
の

生
活
習
慣
病
（
肥
満
、
や
せ
、
思
春
期
異

常
な
ど
）
や
子
ど
も
の
慢
性
疾
患
の
増
加

に
心
を
痛
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
日
本
全

国
の
学
童
期
男
子
の
肥
満
頻
度
は
過
去
30

年
間
で
４
倍
に
増
加
し
、
思
春
期
女
子
の

や
せ
は
過
去
30
年
間
で
２
倍
に
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
の
年
々
加
速
す
る
子
ど
も
の

生
活
習
慣
病
の
増
加
傾
向
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
力

を
合
わ
せ
、
地
域
を
あ
げ
て
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
で
す
。
こ
の
機
会
に
、
練
馬
総

合
病
院
は
、
小
児
科
外
来
を
あ
げ
て
こ
の

問
題
に
取
り
組
み
、
練
馬
地
区
の
子
ど
も

の
健
康
水
準
の
向
上
に
貢
献
し
た
い
と
念

願
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

＜小児科外来　診療担当医表＞

新
し
い
小
児
科
外
来

新
し
い
小
児
科
外
来

新
し
い
小
児
科
外
来

新
し
い
小
児
科
外
来

平成１７年４月１日～

月 火 水 木 金

午前 松尾 慶應 新庄 佐藤 松尾

午後 松尾 育児検診
予約制

休診 仲澤 松尾

【受付時間】　午前　８：００～１１：００（診療開始　９：０

０）

　　　　　　午後１２：００～１６：００（診療開始１３：３０）

（小児科 松尾　宣武先

生）

　
ひ
と
り
で
も
多
く
、
練
馬
地
区
の
子
ど

も
が
心
身
の
健
康
を
回
復
す
る
こ
と
は
、

真
の
意
味
の
地
域
の
活
性
化
、
少
子
化
対

策
で
あ
る
と
確
信
い
た
し
ま
す
。

　
練
馬
総
合
病
院
が
果
す
べ
き
役
割
に
つ

い
て
、
皆
様
の
ご
意
見
を
院
長
宛
ま
で
お

寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
４
月
１
日
（
金
）
か
ら
、
小
児
科
外
来
に

松
尾
先
生
を
お
迎
え
し
、
子
ど
も
の
生
活
習

慣
病
な
ど
に
つ
い
て
の
新
し
い
小
児
科
外
来

の
診
察
を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
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３
月
１
日
よ
り
赴
任
し
た
内
科
の
山

田
隆
康
で
す
（
昭
和
55
年
慶
応
義
塾
大

学
医
学
部
卒
）。

　
私
は
日
本
内
科
学
会
認
定
内
科
専
門

医
、
日
本
循
環
器
学
会
認
定
循
環
器
専
門

医
と
し
て
、
現
在
ま
で
慶
応
義
塾
大
学
病

院
呼
吸
循
環
器
内
科
、
慶
応
義
塾
大
学
伊

勢
慶
応
病
院
内
科
、
国
立
病
院
機
構
東
京

医
療
セ
ン
タ
ー
循
環
器
科
に
勤
務
し
、
心

筋
梗
塞
・
狭
心
症
・
心
不
全
・
弁
膜
症
・

不
整
脈
・
肺
血
栓
症･

大
動
脈
解
離
な
ど

の
循
環
器
疾
患
と
高
血
圧
・
高
脂
血
症
・

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
治
療
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
僻
地
中
核
病
院
に
も
勤
務
経
験

が
あ
り
、内
科
全
般
、プ
ラ
イ
マ
リ
ケ
ア
、

在
宅
医
療
に
つ
い
て
研
鑽
い
た
し
ま
し

た
。
　
私
は
、
練
馬
総
合
病
院
で
今
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
つ
つ
、
今
日
の
社
会
・
医
療

状
況
に
照
ら
し
『
公
正
』
で
『
適
切
・
安

全
・
安
心
』
な
医
療
を
行
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
地
域
の
皆
様
か
ら
、
練
馬
総
合
病

院
に
か
か
り
た
い
、
か
か
っ
て
良
か
っ

た
、
練
馬
総
合
病
院
が
在
っ
て
欲
し
い
、

在
る
の
で
安
心
、
と
ご
評
価
を
戴
け
る
様

に
努
め
ま
す
。

　
皆
様
、
ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

内科医師
ﾔﾏﾀﾞ ﾀｶﾔｽ

山田隆康

　
今
年
も
医
師
、
看
護
師
、
薬
剤

師
、
検
査
技
師
と
、
各
職
種
の
新

人
達
が
当
院
に
入
職
し
て
ま
り

ま
し
た
。

　
３
月
29
、
30
日
の
２
日
間
で

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
、

４
月
１
日
か
ら
先
輩
た
ち
に
負

け
ず
と
張
り
切
っ
た
姿
を
見
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
一
日
も
早

く
業
務
に
慣
れ
、
皆
様
に
認
め

ら
れ
る
成
果
が
出
せ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
当
院
は
慶
應
義
塾
大

学
の
教
育
研
修
協
力
病
院
で
あ

る
と
と
も
に
、
平
成
16
年
４
月

に
管
理
型
教
育
研
修
病
院
と
し

て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
か

ら
１
名
の
研
修
医
が
勤
務
し
て
お
り
ま
す

が
、今
年
も
２
名
の
研
修
医
が
勤
務
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
研
修
医
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
指
導
す
る
立
場
の
医
師
や
協
力
す

る
看
護
師
薬
剤
師
、放
射
線
技
師
等
も
自

己
研
鑽
、
研
修
を
行
い
、
チ
ー
ム
医
療
に

励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

はばたけ！！

新入職員

－－-＊－－－＊－－－＊－－－＊－－-＊－－－＊－－－＊－－－＊－－-＊－－－＊－－-＊－－－
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●● 「外来患者さんアンケート」 集計結果 ●●
　平成１７年２月１５日と２４日の２日間、外来患者さんを対象に『外来アンケート』を実施いたしまし

た。当院では年２回アンケートを実施していますが、毎回多数の方にご協力をいただき、さまざまなご意

見いただきます。すぐに対応できることは改善し、検討が必要な事項に関しては会議・委員会などで検討、

改善を順次行っていきます。職員一同、皆様が安心してかかれる病院にしたいと取り組んでいます。

　アンケートにご協力いただいた皆様、ありがとうございました。今後とも皆様のご支援・ご理解をよろ

しくお願いいたします。

－－-＊－－－＊－－－＊－－－＊－－-＊－－－＊－－－＊－－－＊－－-＊－－－＊－－-＊－－－

◆
病
院
の
印
象
◆

◆
職
員
の
対
応
ぶ
り

◆

20.1%

13.2%

26.3%

24.3%

17.6%

16.7%

22.1%

20.4%

25.9%

34.6%

38.2%

41.4%

45.5%

46.4%

40.2%

39.3%

38.2%

36.5%

11.9%

16.2%

5.4%

5.5%

6.7%

1.9%

0.4%

3.8%

0.9%

0.0%

0.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

病院の清潔度

待合室について

受付システム

医療の質・内容

医療機器の整備

病院全体の評価

満足 一応満足 普通 やや不満 不満

42.8%

38.3%

40.1%

39.1%

29.4%

47.3%

42.2%

30.1%

21.4%

19.3%

26.9%

23.0%

20.2%

23.4%

24.4%

21.0%

28.5%

24.6%

18.3%

15.7%

14.1%

18.1%

31.6%

36.0%

34.5%

32.9%

46.9%

19.5%

23.0%

47.3%

60.0%

48.9%

48.8%

4.3%

14.1%

5.0%

3.6%

2.2%

2.0%

2.9%

3.2%

2.3%

4.3%

2.8%

1.3%

3.7%

0.0%

1.1%

0.4%

0.4%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

受付

会計

レントゲン

検査

薬剤師

医師

看護師

リハビリ

医療相談室

売店（委託）

清掃員（委託）

満足 一応満足 普通 やや不満 不満

n=253

n=269

n=197

n=225

n=143

n=256

n=237

n=93

n=70

n=126

n=150

次
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は

　
　
　
　
７
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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Ｍ ｅ ｄ ｉ ｃ ａ ｌ 　 Ｑ ｕ ａ ｌ ｉ ｔ ｙ 　 Ｉ ｍ ｐ ｒ ｏ ｖ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ

第９回　医療の質向上活動 （ＭＱＩ）

発表大会を開催して

＊発表大会＊

　
平
成
17
年
３
月
21
日
（
月
）
午
後
１
時

か
ら
、
練
馬
区
役
所
多
目
的
会
議
室
に
お

い
て
、
職
員
・
来
客
約
１
６
０
名
が
参
加

し
て
第
９
回
医
療
の
質
向
上
活
動
（
Ｍ
Ｑ

Ｉ
）
発
表
大
会
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
15
年
度
に
引
き
続
い
て
『
５
Ｓ

（
整
理
・
整
頓
・
清
潔
・
清
掃
・
躾
）
～
患

質
向
上
活
動
（
各
委
員
会
・
看
護
研
究
）
と

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
チ
ー
ム
の
発

表
後
に
は
、
Ｍ
Ｑ
Ｉ
活
動
の
総
括
（
Ｍ
Ｑ

Ｉ
活
動
８
年
間
の
成
果
と
課
題
）
と
練
馬

総
合
病
院
の
こ
れ
か
ら
ー
存
在
価
値
あ
る

病
院
を
目
指
し
て
ー
と
題
し
て
皆
様
に
報

告
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
各
チ
ー
ム
発
表
の
最
後
に
、
各
賞
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
は
看
護
部

チ
ー
ム
の
『
医
療
の
標
準
化
を
目
指
し
た

パ
ス
の
見
直
し
・
作
成
～
職
員
に
と
っ
て

の
使
い
や
す
さ
と
患
者
説
明
の
充
実
に
焦

点
を
あ
て
て
～
』、
感
染
対
策
委
員
会
の

『
感
染
対
策
委
員
会
報
告
～
院
内
感
染
予

防
を
中
心
と
し
て
～
』
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
優
秀
賞
に
は
内
科
・
薬
剤
科
チ
ー
ム

の
『
Ｔ
Ｄ
Ｍ
（
薬
物
血
中
濃
度
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
に
よ
る
適
正
な
薬
物
治
療
』、
院
長

賞
に
は
外
科
医
局
・
看
護
部
『
日
帰
り
ソ

ケ
イ
ヘ
ル
ニ
ア
手
術
実
績
の
評
価
と
改

定
』、
努
力
賞
に
は
患
者
満
足
向
上
委
員

会
の
『
患
者
満
足
の
向
上
！
～
患
者
さ
ん

が
か
か
り
た
い
、
か
か
っ
て
よ
か
っ
た
、

地
域
が
あ
っ
て
ほ
し
い
、
あ
る
の
で
安
心

と
い
え
る
病
院
を
目
指
し
て
』、
看
護
研

究
チ
ー
ム
『
効
率
化
を
目
指
し
た
救
急
室

物
品
整
理
の
試
み
～
動
線
の
改
善
と
患
者

へ
の
迅
速
な
対
応
を
目
指
し
て
～
』
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
発
表
大
会
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

者
さ
ん
が
か
か
り
た
い
病
院
～
』
を
主
題

と
し
、
各
チ
ー
ム
が
約
１
年
活
動
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
。

　
本
年
は
Ｍ
Ｑ
Ｉ
活
動
チ
ー
ム
だ
け
だ
な

く
、
組
織
的
な
質
向
上
の
活
動
の
報
告
、

Ｍ
Ｑ
Ｉ
継
続
活
動
チ
ー
ム
の
報
告
な
ど
、

新
た
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
大
会
で
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
は
、
地
域
の
皆

様
に
も
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
質
疑
応
答

で
は
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
医
療

関
係
者
以
外
の
大
変
貴
重
な
ご
意
見
を
伺

う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
新
病
院
建
築
が
決
ま
り
、
あ
ら
た
め
て

地
域
に
お
け
る
練
馬
総
合
病
院
の
存
在
価

値
が
問
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
Ｍ

Ｑ
Ｉ
活
動
、
委
員
会
あ
る
い
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
等
の
活
動
を
通
し
て
各
職
員
が
知
恵

を
出
し
あ
い
、
医
療
の
質
向
上
活
動
を
継

続
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
皆
様

の
ご
理
解
・
ご
支
援
を
今
後
も
ど
う
ぞ
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【発
表
大
会
の
様
子
】

　
大
会
は
、
柳
川
Ｍ
Ｑ
Ｉ
推
進
委
員
長
の

開
会
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
林
理
事
長
、
飯

田
院
長
が
続
い
て
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
来
賓
と
し
て
ご
出
席
さ
れ
た
、
練

馬
区
保
健
福
祉
部
長 

犬
塚
隆
様
、練
馬
区

医
師
会
副
会
長 

本
多
一
義
様
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
発
表
は
、
Ｍ
Ｑ
Ｉ
活
動
チ
ー
ム
、
継
続

Ｍ
Ｑ
Ｉ
活
動
チ
ー
ム
、
組
織
的
な
医
療
の
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　≪練馬区立谷原中学校・練馬区立中村中学校の生徒さん　

            　                              職場体験・訪問学習に訪れる≫

　平成１７年２月３日に練馬区立谷原中学

校の生徒さん１年生３名、 ２月１５日

に練馬区立中村中学校の生徒さん1年

生３名が当院に職場体験・訪問学習に

訪れました。

　訪問先は生徒さん自身がご自分たちの

興味にもとづき探し、連絡をし、許可

を受け、 訪問を計画するということで

した。貴重な年齢の時期に体験し、経

験したことは将来にきっと役立つことと

思っております。

　訪れた生徒さんたちの中には、 将来

医師や看護師を目指している方もいらっ

しゃるようで、 とても熱心なまなざし

で話を聞いていたことが印象的でした。

看
護
週
間
の

ご
案
内

看護週間　５月９日 （月） ～１４日 （土）

　５月１２日は 『看護の日』 です。 この日は平成３年に制

定されました。

　社会全体の高齢化に対応するために、多くの方々に高齢者

や障害を持つ方の身のまわりのお世話ができるように、看護

の技術と心を学んでいただこうというのが趣旨です。

　当院でもその趣旨に賛同して看護体験をはじめ、健康に関

する講演など、本年もさまざまな行事を企画しております。

　行事の詳細につきましては後日ポスターなどでお知らせい

たします。

－－-＊－－－＊－－－＊－－－＊－－-＊－－－＊－－－＊－－－＊－－-＊－－－＊－－-＊－－－

＜谷原中学校の生徒さん＞

＜中村中学校の生徒さん＞
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● 花粉症治療薬について ●

花
粉
症
？

花
粉
が
飛
ぶ
季
節

使
用
上
の
注
意

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
一
段
落
し
、
よ
う

や
く
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

は
例
年
の
１
．
５
～
２
倍
と
い
う
予
想
通

り
、
か
な
り
の
量
の
花
粉
が
飛
び
、
花
粉

症
を
も
つ
方
の
多
く
が
辛
い
思
い
を
さ
れ

て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。
４
月
に
な
り
、

ス
ギ
花
粉
は
収
ま
っ
て
も
ヒ
ノ
キ
花
粉
は

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
よ
う
で
す
。

　
花
粉
症
と
は
、
植
物
の
花
粉
に
よ
っ
て

起
こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
病
気
で
す
。

 

樹
木
や
草
花
の
花
粉
が
飛
ぶ
季
節
に
、

花
粉
が
目
や
鼻
の
粘
膜
に
付
着
す
る
こ
と

で
症
状
が
現
れ
ま
す
。
鼻
、
目
、
の
ど
な

ど
首
か
ら
上
の
症
状
が
主
で
す
が
、
熱
感

や
倦
怠
感
な
ど
の
全
身
症
状
を
伴
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

花
粉
症
治
療
薬
　（
当
院
が
採
用

し
て
い
る
花
粉
症
の
薬
）

　
花
粉
症
に
用
い
ら
れ
る
薬
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、医
師
の
指
示
に
従
っ
て
正

し
く
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
不
明
な

点
や
使
用
し
て
い
て
不
都
合
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、か
か
り
つ
け
の
医
師
や
薬

剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
薬
を
上
手
に
使
っ
て
春
を
快
適
に
過
ご

し
た
い
で
す
ね
。

　
花
粉
症
治
療
薬
と
は
、
目
や
鼻
の
症
状

を
抑
え
る
薬
の
こ
と
で
あ
り
、
ア
レ
ル

ギ
ー
性
鼻
炎
や
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
を

治
療
す
る
薬
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

①
内
服
薬
（
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
）

　
内
服
薬
は
種
類
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
て
処
方
さ
れ
ま
す
。

　
主
な
も
の
に
、
ア
レ
グ
ラ
、
ア
レ
ロ
ッ

ク
、
ア
レ
ジ
オ
ン
、
エ
バ
ス
テ
ル
、
ジ
ル

テ
ッ
ク
、
ク
ラ
リ
チ
ン
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
に
は
大
き
な
違
い
は
な
く
、

ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
物
質
を
抑

え
、
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
り
に
く
く

し
ま
す
（
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
作
用
、
抗
ヒ
ス

タ
ミ
ン
作
用
）。

　
し
か
し
、
こ
の
作
用
よ
り
眠
気
を
催
す

こ
と
も
あ
る
の
で
、
車
の
運
転
な
ど
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
用
法
と
し
て

は
１
日
２
回
飲
む
も
の
も
あ
れ
ば
１
日
１

回
で
よ
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。飲
む
時
間

も
朝
食
後
や
夕
食
後
、
就
寝
前
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
薬
は
基

本
的
に
鼻
水
や
鼻
詰
ま
り
、
目
の
か
ゆ
み

等
の
急
性
症
状
を
す
ぐ
に
鎮
め
る
も
の
で

は
な
い
の
で
、花
粉
の
飛
ぶ
前
か
ら
終
了

時
ま
で
継
続
し
て
服
用
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

②
点
眼
薬

　
　（
ア
レ
ル
ギ
ー
性
結
膜
炎
治
療
薬
）

＊
ザ
ジ
テ
ン
点
眼
薬

　
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
作
用
、抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン

作
用
を
有
し
、
炎
症
を
抑
え
ま
す
。

＊
リ
ボ
ス
チ
ン
点
眼

　
抗
ヒ
ス
タ
ミ
ン
作
用
を
有
し
ま
す
。
懸

濁
液
の
た
め
使
用
す
る
前
に
よ
く
振
っ
て

く
だ
さ
い
。

＊
ア
ズ
レ
ン
点
眼

　
炎
症
を
抑
え
ま
す
。
青
い
液
体
で
あ

り
、光
で
分
解
し
や
す
い
の
で
遮
光
し
て

保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
フ
ル
メ
ト
ロ
ン
点
眼

　
ス
テ
ロ
イ
ド
の
作
用
に
よ
り
炎
症
を
抑

え
ま
す
。使
用
す
る
前
に
は
よ
く
振
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ら
の
点
眼
薬
に
は
保
存
剤
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。ソ
フ
ト
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
や
酸
素
透
過
性
の
ハ
ー
ド
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
を
使
用
の
方
は
こ
れ
ら
の
保
存
剤

が
レ
ン
ズ
に
吸
着
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
の
で
装
用
時
の
点
眼
は
避
け
て
く
だ

さ
い
。

③
点
鼻
薬

　
　
　（
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
治
療
薬
）

＊
イ
ン
タ
ー
ル
点
鼻
液

　
ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
す
物
質
が
血

液
中
に
放
出
さ
れ
る
の
を
防
ぎ
、
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
を
抑
え
ま
す
。

＊
フ
ル
ナ
ー
ゼ
点
鼻
液

　
ス
テ
ロ
イ
ド
の
作
用
に
よ
り
炎
症
を
抑

え
ま
す
。
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～ 臨床検査室から ～

● 血糖コントロールに
　　　　効果的な血糖自己測定 ●

血
糖
自
己
測
定
（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｇ
）
と
は

　
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｇ
はS

e
l
f 
M
on
i
t
or
i
n
g 
o
f

Blo
od 
Gluc
ose
 

の
略
で
、
血
糖
自
己
測

定
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
糖
尿
病
の
治
療

は
、
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
基
本
で

す
。
血
糖
の
動
き
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
特
に
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
で

は
、
血
糖
の
値
に
よ
っ
て
、
イ
ン
ス
リ
ン

や
食
事
の
調
整
が
必
要
な
た
め
、
き
め
細

か
い
血
糖
の
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。
医

療
機
関
で
し
か
で
き
な
か
っ
た
血
糖
測
定

を
24
時
間
い
つ
で
も
測
定
で
き
、
常
に
変

動
す
る
血
糖
を
日
常
生
活
を
し
な
が
ら
自

宅
で
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
し
た
の

が
血
糖
自
己
測
定
（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｇ
）
で
す
。

血
糖
自
己
測
定
（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｇ
）
は

　
　
　
　
こ
ん
な
場
合
に
有
効
で
す

　

　
血
糖
自
己
測
定（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｇ
）は
血
糖
が

不
安
定
な
人
す
べ
て
に
有
効
で
す
。
特
に

イ
ン
ス
リ
ン
補
給
（
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
・・

イ
ン
ス
リ
ン
自
己
注
射
）
が
必
要
な
患
者

さ
ん
は
、１
型
、２
型
に
か
か
わ
ら
ず
、
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
経
口
剤
療
法
の
人
、
あ
る

い
は
食
事
療
法
だ
け
の
人
で
も
、
治
療
効

果
が
上
が
ら
な
い
場
合
は
、
原
因
を
さ
ぐ

る
有
力
な
手
段
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
さ

ら
に
厳
密
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
め
ざ
す
患

者
さ
ん
に
も
、
血
糖
自
己
測
定
は
、
数
々

の
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
す
べ
て
の
糖
尿
病
の
人

に
と
っ
て
、
有
効
な
手
段
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
は
、
血
糖
自
己
測
定
が

健
康
保
険
適
用
の
対
象
に
な
る
の
は
、
イ

ン
ス
リ
ン
療
法
を
行
っ
て
い
る
患
者
さ
ん

だ
け
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
血
糖
自
己
測
定
の
デ
ー
タ
は
そ
の
都
度

記
録
し
、
外
来
受
診
時
に
主
治
医
と
検
討

し
ま
す
。
主
治
医
は
、
そ
の
デ
ー
タ
と
外

来
受
診
時
に
測
定
し
た 
H
b
A
1
c

検
査

（H
bA1c

検
査
・
・
過
去
１
、
２
カ
月
の
血

糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
平
均
値
が
わ
か
る
）

な
ど
の
結
果
を
総
合
的
に
判
断
し
て
今
後

の
治
療
法
の
修
正
や
次
の
目
標
を
設
定
し

た
り
し
ま
す
。

　
現
在
、
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｇ
機
器
を
は
じ
め
と
す

る
簡
易
測
定
器
の
開
発
の
進
歩
は
め
ざ
ま

し
く
、
小
型
、
軽
量
で
操
作
も
簡
便
な
、
使

い
や
す
い
機
種
が
い
ろ
い
ろ
出
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
技
術
革
新
に
よ
り
、
血
糖

自
己
測
定
が
子
供
や
高
齢
者
で
も
容
易
に

操
作
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

＊
血
糖
自
己
測
定
（Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｇ
）
の
メ
リ
ット

(1) 
日
常
生
活
と
血
糖
値
の
相
関
関
係
が
、

即
時
に
わ
か
る

(2) 

き
め
の
細
か
い
適
正
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

が
で
き
る

(3) 

積
極
的
な
イ
ン
ス
リ
ン
療
法
が
、在
宅

で
も
で
き
る

(4) 

急
性
、慢
性
の
合
併
症
の
進
展
を
防
止

で
き
る

(5) 

通
院
回
数
や
入
院
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
(6) 

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
へ
の
信
頼
感
が
増
す

(7) 

病
気
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、治
療

へ
の
意
欲
が
わ
く

(8) 

安
全
な
妊
娠
・
出
産
が
計
画
的
に
で
き

る(9) 

日
常
生
活
の
質
が
向
上
し
、行
動
半
径

が
広
が
る

当
院
の

血
糖
自
己
測
定
（
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｇ
）
指
導

　
当
院
で
は
、
現
在
５
種
類
の
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｇ

機
器
を
採
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
機
種
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
臨
床
検
査

技
師
が
各
機
種
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
患

者
さ
ん
に
説
明
し
、
患
者
さ
ん
自
身
が
試

し
た
上
で
、
出
来
る
限
り
要
望
に
添
っ
た

機
種
が
選
べ
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
外
来
受
診
時
に
は
、
機
器
に
取

り
込
ん
だ
測
定
デ
ー
タ
を
パ
ソ
コ
ン
に
取

り
込
み
、
グ
ラ
フ
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

日
々
の
血
糖
値
の
変
動
を
視
覚
的
に
確
認

で
き
、
よ
り
治
療
に
役
立
て
る
事
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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● 乳がんを防ぐ
　　　　　食生活 ●

材料：（２人分）

　　トマト　１個 （150g）　　　　 　

　　絹さや　 60g　 　

　　　　味噌、 だし汁　 各大さじ１　 　　

　　　　酢、 砂糖、 ごま油　各大さじ1/2

作り方：　
　 　① トマトは食べやすく切り、 絹さやは筋をとって色よく茹で、

器に盛り合わせる

　 　② a） を混ぜ合わせ、 食べる直前に①にかける

　（１人分：82キロカロリー、 塩分1.1ｇ）

　
乳
が
ん
は
、
日
本
人
女
性
の
25
人
に
ひ

と
り
が
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
30

～
64
歳
の
女
性
の
死
亡
原
因
の
中
で
乳
が

ん
は
ト
ッ
プ
で
す
。
40
歳
に
な
っ
た
ら
、

定
期
的
に
乳
が
ん
の
検
診
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

　
乳
が
ん
の
発
生
に
は
、
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
ひ
と
つ
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
が
大
き

く
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
に
な
り
や
す
い
危
険
因
子
と
し

て
は
、
40
～
50
歳
代
の
女
性
、
早
い
初
潮

（
11
歳
以
下
）
ま
た
は
遅
い
閉
経
（
55
歳
以

上)

、
高
身
長
、
母
親
・
姉
妹
・
叔
母
が
乳

が
ん
・
未
産
ま
た
は
高
齢
初
産
（
30
歳
以

上
）、
肥
満
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

<

乳
が
ん
を
防
ぐ
ポ
イ
ン
ト>

①
適
正
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取

　
肥
満
は
閉
経
後
の
乳
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高
め

ま
す
。

　
＊
１
日
の
適
正
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
＝

       

標
準
体
重
×
25
～
30
㌍

　
＊
標
準
体
重
＝

　    

身
長

（
㍍
）
×
身
長

（
㍍
）
×
　
　
22

　
同
時
に
週
２
～
３
日
以
上
、
１
日
60
程
度

の
適
切
な
運
動

（
早
歩
き
な
ど
）
が
予
防
に

つ
な
が
り
ま
す
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
は
控
え
め
に

　
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取
は
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
の
体

内
レ
ベ
ル
を
上
げ
ま
す
。
純
ア
ル
コ
ー
ル
に
し

て
１
日
25
ｇ
以
下
に
控
え
ま
し
ょ
う
。

（
ア
ル
コ
ー
ル  
25

ｇ
の
目
安
量
）

　
ビ
ー
ル
な
ら
中
ビ
ン
１
本
、
日
本
酒
な
ら
１

合
、
焼
酎
な
ら
半
合
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
ダ

ブ
ル
１
杯
、
ワ
イ
ン
な
ら
グ
ラ
ス
１
杯
に
な
り

ま
す
③
大
豆
製
品
を
毎
日
摂
る

　
大
豆
に
含
ま
れ
る
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
は
、
「
植

物
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
」
と
呼
ば
れ
、
生
体
内
の
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
作
用
に
拮
抗
す
る
こ
と
で
、
乳
が

ん
発
症
を
抑
制
す
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
味
噌
汁
の
摂
取
と
乳
が
ん
発
生
率
の
関
係

を
解
析
し
た
結
果
、
味
噌
汁
を
あ
ま
り
飲

ま
な
い
人
の
乳
が
ん
発
生
率
を
１
と
す
る
と

１
日
２
杯
飲
む
人
で
０
．
７
４
、
１
日
３
杯
以

上
飲
む
人
で
は
０
．
６
と
、

そ
れ
ぞ
れ
26

％
、

40
％
の
発
生
率
減
少
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

　
塩
分
の
と
り
す
ぎ
に
気
を
付
け
な
が
ら
、

味
噌
を
上
手
に
献
立
に
取
り
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
豆
腐
、
納
豆
、
大
豆
、
き
な
粉
、

豆
乳
な
ど
と
あ
わ
せ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
毎
日
と

る
こ
と
で
、
乳
が
ん
の
予
防
効
果
が
期
待
で

き
そ
う
で
す

　
味
噌
汁
の
１
杯
量
を
１
５
０
㏄
と
す
る
と
、

１
杯
あ
た
り
の
塩
分
量
は
１
．
５
ｇ
で
す
。
塩

味
に
対
す
る
感
覚
は
、
だ
し
を
用
い
た
と
き

は
薄
い
ほ
う
を
好
む
よ
う
に
な
る
の
で
昆
布

や
鰹
節
な
ど
で
、

だ
し
を
し
っ
か
り
と
る

と
、
塩
分
を
減
ら
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま

た
、
２
～
３
種
類
の
具
を
と
り
合
わ
せ
実
だ

く
さ
ん
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
味
噌
汁

を
飲
む
と
い
う
よ
り
も
食
べ
る
感
覚
で
と
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
塩
分
は
１
日
10
ｇ
以
下
を
目
標
と
し
、
加

工
食
品
な
ど
の
見
え
な
い
食
塩
の
摂
取
量
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
（
Ｎ
ａ
）

に
２
．
５
４
を
か
け
る
と
塩
分
量
が
計
算
で
き

ま
す
。

④
抗
酸
化
ビ
タ
ミ
ン
を
と
る

　
抗
酸
化
ビ
タ
ミ
ン
は
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
傷
つ
く
の

を
防
ぎ
修
復
し
、
活
性
酸
素
の
働
き
を
弱

め
る
効
果
に
よ
っ
て
、
が
ん
化
を
予
防
し
ま

す
。
か
ぼ
ち
ゃ
、
に
ん
じ
ん
、
ほ
う
れ
ん
草
、

ト
マ
ト
な
ど
の
緑
黄
野
菜
を
毎
日
１
２
０
ｇ
以

上
と
り
ま
し
ょ
う
。

　a）

トマトと絹さやの味噌だれ

　　　　　　　　ドレッシング
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Ｑ
．
私
の
父
は
糖
尿
病
で
す
。
イ
ン
ス
リ

ン
注
射
を
し
て
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
い
ま
す
。
練
馬
総
合
病
院
で
栄
養
指
導

受
け
、
糖
尿
教
室
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
。
今
回
、
自
宅
で
も
血
糖
測
定
が
で
き

る
よ
う
に
血
糖
自
己
測
定
器
を
使
用
す
る

こ
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
血
糖
自
己
測
定

器
に
健
康
保
険
は
き
き
ま
す
か
？

　
　  

　   
    
 

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
橋
区
　
46
歳
　
主
婦

このコーナーでは、皆様から寄せられた病気や健康などの

質問・疑問に、それぞれ専門の立場からお答えいたします。

疑問・質問などは・・・

　当院広報委員会に郵送、または E-mailされるか、

　院内に設置のご意見箱に投函してください。
E-E-mail：info＠nerima-hosp.or.jp

　 　
Ａ
．
健
康
保
険
は
イ
ン
ス
リ
ン
療
法

の
患
者
さ
ん
に
限
っ
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
指
示
さ
れ
た
１
日
の
測
定
回
数
に
応
じ

て
必
要
な
枚
数
の
試
験
紙
が
給
付
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
血
糖
自
己
測
定
に
は
、
試
験

紙
の
他
に
簡
易
測
定
器
や
穿
刺
器
具
、
穿

刺
針
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
も

健
康
保
険
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
ご
質
問
の
患
者
さ
ん
も
イ
ン
ス
リ
ン
療

法
を
行
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
な
の

で
、
健
康
保
険
適
用
の
対
象
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　
健
康
保
険
の
適
用
に
な
る
か
は
１
階
医

事
課
の
受
付
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　  

　
　
　
　
　
医
事
課
　
会
計
係

　

　
当
院
は
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
て
、

医
療
の
質
向
上
と
患
者
さ
ん
へ
の
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
外
来
再
診
時
の
診
療
時

間
予
約
制
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
患
者
さ
ん
に
お
渡
し
し
て
い
ま
す
予

約
券
表
記
時
間
か
ら
30
分
以
内
で
診
察

を
始
め
た
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
省
に

よ
り
定
め
ら
れ
た
「
予
約
に
基
づ
く
診

察
に
関
す
る
費
用
」、
つ
ま
り
、
予
約
に

関
す
る
特
定
療
養
費
と
し
て
５
０
０
円

（
税
込
）
を
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、
休
祭
日
・
時
間
外
の
予
約
に

つ
い
て
も
同
様
に
、
予
約
時
間
か
ら
30

分
以
内
で
診
察
を
始
め
た
場
合
に
は
、

１
，
０
０
０
円
（
税
込
）
を
お
支
払
い

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お知らせ



お待ちして
　おります

　広報委員会では、当院に対する皆様からの

ご意見・ご質問など（その他何でも結構です）

お待ちしております。

　院内に設置してあるご意見箱、または

E-mailでお待ちしております。

＊ご意見箱設置場所＊　　各階ｴﾚﾍﾞｰﾀ横

　　　　　　　　　　　　　　　　　玄関入口

次号は、第５６号　平成１７年 ７月１日発行です。

連絡先　 Tel 03-3972-1001      Fax 03-3972-1031
　　　　　　　e-mail : info@nerima-hosp.or.jp
　　　　　　　http://www.nerima-hosp.or.jp

編集後記

　新年度を向かえ「新たな気持でスタートしよう！」と心に決め、新人の良い手本

となるよう毎日はりきっています。

　ＭＱＩ発表大会が終了し、新たなチームが改善活動を開始いたしました。新病院

建築を踏まえた改善活動になります。新しい練馬総合病院に期待してください。



★診療科目★ 内科／外科／整形外科／皮膚科／泌尿器科／産婦人科／眼科／

耳鼻咽喉科／小児科／脳外科／リハビリテーション科／放射線科

人間ドック／脳ドック／癌検診

★受付時間★ 午前の診療受付　　午前８時～午前１１時

午後の診療受付　　正午～午後４時

★休 診 日★ 土曜日／日曜日／祝祭日／年末年始

急患は年中無休で24時間診療いたします

★２４時間救急受付 当直医常時３名体制　

　　　（内科／外科系／産婦人科） ｢ﾊﾛ-ﾎｽﾋﾟﾀﾙ｣：第５５号
平成17年4月１日発行（年4回発行）
発行／編集
財団法人東京都医療保健協会

練馬総合病院　広報委員会

当院へのご案内

　交通：電車　■西武池袋線　　　　江古田駅北口　　徒歩３分
　　　　　　　■地下鉄有楽町線　　小竹向原④出口　徒歩15分
　　　　　　　■都営大江戸線　　　新江古田出口　　徒歩12分
　　　　バス　■中野駅北口より江古田駅行（関東バス）　　　

〒176-8530　
東京都練馬区旭丘2-41-1

　Tel．03-3972-1001　
　Fax．03-3972-1031




